
山口県における高大連携教育と大学広報

要旨

山口大学の中期計画で示された経営方針は「学生を主体とした

堀 江 穆

大学づくり」である。その中の

大学広

山口大

なった

新しい

キーワ

大学

報，とりわけ入試広報が果た

学を国立大学として認知さ

いまはより強い個性が求めら

施策の基礎となる部分を模索

ード

広報，入試広報，高大接続，

す役割は大きい。現実の問題

れている事を前提した上で作

れる。その方策を探るために

した。

高大連携教育，出前授業

として，従来の広報は，社会

業が行われてきた。大学法人

高大連携教育の現状を分析し

が

と

，

．は

山口

かたち

大学

献活動

だが，

たちに

じめに

大学の教育理念は，「発見し，

にする 知の広場 」である

が進める教育，研究，あるい

は，この理念に基づいて行わ

現実に眼を置いて，受験生や

大学情報がどう発信され，受

はぐくみ，

。

は社会貢

れている。

地域の人

け止めら

大学側と高

要求にうまく

連携教育の柱

証することに

方策を探りた

．山口県

状

校側の双方の取り組みが時代

マッチングしているのか。高

となっている「出前授業」を

よって問題点をみつけ，新た

い。

内における高大連携教育の

の

大

検

な

現

れてい

ていな

案内」

ページ

的に紹

体の姿

方

携教育

るのか，詳しい検証はほとん

い。入試広報の柱となってい

やインターネットを活用し

も，構成は学部中心の教育体

介する編成で，受験生が求め

を知る場とは言い難い。

，受験生を送り込む高校側も

を推進する立場から， 年

ど行われ

る「大学

たホーム

系を 方

る大学総

，高大連

前，「個性

山口県内に

公立高校が

高校が 校

人）があ

ば，大学から

もらう「出前

ンキャンパ

「体験型授業

は，平成 年 月 日現在で

校（生徒数 万 人），私

（ 万 人）の計 校（

る。従来，高大連携教育と言

講師派遣を受け，講義を行っ

授業」と大学が主催するオー

スや公開講座に生徒を派遣す

」が柱となっていた。

，

立

万

え

て

プ

る

化教育

関心を

築した

校づく

意識へ

たが，

針を決

」の推進を掲げ，「学問に対

高める」ことで大学との協力

。いま新学習指導要領で「特

り」が求められるようにな

の明確化」に重点を移す形と

その方策となるとどの学校も

め得ていない。

する興味

体制を構

色ある学

り，「進路

なってき

定かな方

そして，

推進の方針が

平成 年度か

大学（短大を

研究協議会」

域と下関地域

をモデルに選

年前，「特色ある学校づくり

決定され，山口県教育委員会

らの ヵ年継続事業で，県内

含む）と「山口県高大連携教

を設立。大学が集中する山口

で，公立，私立あわせて 高

定し，新しい高大連携教育の

」

は，

育

地

校

新



表 モデル 校における形態別取り

平成 年度

大学教育 第 号（ ）

組み件数

平成 年度

し

し

い手法の開発に取り組むこと

た。

に

大学か
（講

高校か
（大

校 外
（現

その他
研修会

表

取組み件数 参加生徒

ら高校へ
師招聘）

ら大学へ
学訪問）

学 習
地研修）

（教員の
等含む）

モデル 校における取り組みと

位置付け

数 取組み件数 参加生徒数

月

組

た

位置づけ

表 に示した平成 年度の

（教職員研修 件を除く。 年

末概数）について，高校の取

みと位置づけを形態別にまと

ものが表 である。

長期休業中

件

り

め

ねらい

進路

学習

学習

進路

実施形態

意識の明確化
講師招聘

大学訪問

講師招聘

内容の深化 大学訪問

現地研修

講師招聘

への動機づけ 大学訪問

現地研修

学習 講師招聘

教科指導
総合的な学習
の時間

特別活動 土曜日・
放課後

合計

上級

環境

学習

先端

合計

学校研究 大学訪問

学習
講師招聘

大学訪問

機会の拡大
講師招聘

大学訪問

技術体験
講師招聘

大学訪問

講師招聘

大学訪問

現地研修

取り

明確化

度に比

の深化

うち，

訪問が

を進め

組みのねらいとしては，「進

」が最も多く 件で，参加生

べて 人の増加となった。

」， 学習への動機づけ が続

進路意識の明確化 において

件中 件を占めている。少

る私立高校が主体で，生徒た

路意識の

徒は前年

「学習内容

く。この

は，大学

人数教育

ちを直接

さらに，高

「教科指導」

活動」が 件

が 件となっ

な学習の時間

件中 件が

「長期休業中

校の教育活動への位置付けで

が最も多く 件であり，「特

，「長期休業中 土曜日・放課

ている。「教科指導」，「総合

」に位置づけた取り組みでは

講師招聘であり，「特別活動

土曜日 放課後」に位置づけ

は，

別

後」

的

，

」，

た

大学に

いるこ

日総合

き，大

方，

につい

ている

触れさせてより大きな効果を

とがうかがえる。また，公立

大学など多数の大学教員を

規模な集中講義を行う方向に

学習内容の深化 ，学習への

ては， 件中 件が講師の招

。

期待して

高校は

学校に招

進んだ。

動機づけ

聘となっ

取り組みでは

いる。

．「出前総

モデル事業

複数の高校と

件中 件が大学訪問となっ

合大学 山口」の実施

の中で，新しい取り組みとし

大学が連携して合同授業を行

て

て，

う



「出前

階の協

山口

総合大学 山口」を行った

議で，高校側は より多くの

県における高大連携教育と大学広

。企画段

大学教官

は， 学問へ

多様化する

報

の興味づけと基礎学力の把握

需要に対処する大学システム

，

の

と交流

ジェク

法を見

複数の

地域高

表

を深め，情報の収集に努める

ターやビデオの活用など大学

学し，高校の授業活性化に生

高校間で事前準備の教員交流

高連携の取り組みを模索した

山口中央高等学校会場

タ イ

， プロ

の講義手

かす，

を行い，

。大学側

検討， 進路

主目的として

第 回 出前

〈平成 年

ト ル 講

指導と大学広報の 体化など

実施した。

総合大学

月 日実施 （表 ）

師 大 学 人

を

数

手

外

マ

進

医

大

動

山

心

遺

や

遊び・指遊びの世界

国、外国人、外国語

スメディアと私たちの生活

化する電池 ケイタイから電気

学部医学科への志望者に望まれ

学の数学を学ぶ者に立ちはだか

物の行動とコミュニケーション

口県の活断層と地震

理学入門ー心理学への期待と誤

伝子組み換えは 世紀の食料・環境

まぐちを学ぼう

山口芸

山口大

山口大

自動車まで 山口大

るもの 山口大

る つの壁 山口大

山口大

山口大

解 山口大

問題のキーテクノロジー 山口大

山口大

術短大保育学科

学人文学部

学経済学部

学工学部

学医学部

学理学部

学理学部

学理学部

学教育学部

学農学部

学アドミッションセンター

高

デ

ピ

村

日

刑

遺

ど

最

マ

校生のための教育学入門

世紀人類の食糧は大丈夫か？

ザインと生活

アノ公開レッスン

上春樹と《最初の夫の死ぬ物語

本語をみつめて

事ドラマを楽しく観るためにー

伝子 と酵母菌

うなる？ゴミ問題！いま私たち

近の 感染症の動向

ンモスの復活に向けて

山口大

あなた達への提言 山口県

山口県

山口芸

》 山口大

山口大

刑事法の基礎 山口大

山口大

がなすべきこと 山口大

山口大

山口大

学大学教育センター

立大学生活科学部

立大学生活科学部

術短大音楽学科

学人文学部

学人文学部

学経済学部

学工学部

学工学部

学医学部

学農学部

地

魚

米

母

地

電

コ

陶

参加大

球の歴史を考える

類における外来種問題

脂肪がつきにくい油 ってどん

国の文化について

性を科学する

域福祉とソーシャルワーカーの

子オルガン公開レッスン

ンピューター・グラフィックス

芸制作実技講座

学

山口大

山口県

な油？ 油の不思議ー 山口県

山口県

山口県

役割 山口県

山口芸

入門 山口芸

山口芸

全員（

学教育学部

立大学生活科学部

立大学生活科学部

立大学国際文化学部

立大学看護学部

立大学社会福祉学部

術短大音楽学科

術短大芸術文化学科

術短大芸術文化学科

学年 人， 学年 人）

山口

山口

山口

参加生

山口

大学（派遣 人）

県立大学（ 人）

芸術短期大学（ 人）

計

徒

中央高校

人

西京高校

希望者

山口高校

希望者

中村女子高

希望者

（ 学年 人， 学年 人）

（ 学年 人， 学年 人）

校

（ 学年 人）

計 人



□高校

・授

側の準備と反省点

業テーマの設定は，生徒の希

大学教育 第 号（ ）

望が多様

整に苦労

□課題の解消

。

と次年度対策

化

な

・授

分

講

が

・開

して集約できず，結局，進路

どを参考に教員間で割り振っ

業時間の設定は，大学と同様

とし，生徒 人 コマの受講

座によって集中力が維持でき

目立つなどの結果となった。

催時期は新学年を迎える前の

指導調査

た。

コマ

を認めた。

ず，私語

月実施

出前授業を

来，大学側の

た。高校側も

学側と個別に

規模を拡大し

を実施すると

てきた。ひと

始めとした高大連携教育は，

経費負担によって実施されて

，教員の知り合いなどを通じ

交渉して授業を行ってきたが

，生徒の希望を聞きながら計

なるとさまざまな問題が浮上

つひとつの授業に対する事前

従

き

大

，

画

し

の

が

教

と

□大学

・講

り

整

・参

最適と 致したが， 高校で

室の確保，資材の調達がきわ

なった。

側の準備と反省点

師派遣を受け入れる窓口が

，高校側の希望を満たす人選

に苦労が続いた。

加した大学の間で，旅費，講

の開催は

めて困難

学部にあ

と日程調

師料の支

準備も精細さ

意見はほとん

た「進路選択

して，「はい」

学年で ％

路意識」の意

れた。

第 回「出前

を欠き，生徒の評価に否定的

ど無かったものの，主目的と

の参考」になったかの質問に

と肯定した回答は 学年で

に止まり，「興味 関心」と

見のずれや学年による差が見

総合大学」の実施

な

し

対

％，

「進

ら

給

表

あ

伊

日

日

古

経

，実験資材の搬入などが不統

山口中央高等学校会場

タ イ

そびうたと子どもの発達

勢物語を読む

英語のアクセントのメカニズム

本語の方言アクセントの歴史的

代文学の恋愛

営学を学ぶ目的ー現実の企業の動き

で，調 〈平成 年

ト ル 講

山口芸

山口大

山口大

研究 山口県

山口大

についての理解を深める 山口大

月 日実施 （表 ）

師 大 学 人

術短大保育学科

学人文学部

学人文学部

立大学国際文化学部

学教育学部

学経済学部

数

マ

少

運

外

青

大

シ

ピ

村

か

グ

スメディアと私たちの生活

子・未婚社会日本に未来はある

動と健康

傷についての応急処置行動ー摂

年期の揺れる心

学で何を学ぶか

ンガポール、マレーシア、インド

アノ公開レッスン

上春樹と《最初の夫の死ぬ物語

けがえのない言葉 日本語の働

リム童話の伝えるメッセージ

山口大

か？ 山口大

山口大

食障害のケースからー 山口県

山口大

山口大

ネシアの美術と美術教育 山口大

山口芸

》 山口大

きと変化・形成 山口大

山口大

学経済学部

学経済学部

学教育学部

立大学看護学部

学教育学部

学アドミッションセンター

学教育学部

術短大音楽学科

学人文学部

学人文学部

学人文学部

刑

少

あ

山

韓

こ

運

生

人

事ドラマを楽しく観るためにー

子・未婚社会日本に未来はある

なたも国際貢献の主役になれる

口らしさを感じさせるファッショ

国の文化と社会

ころが生きる 昔話 こころ

動が身体形態および機能に及ぼ

きるーある若者との出会いに学

とものがたりの関係を創るというこ

正当防衛 って何だ 山口大

か？ 山口大

山口県

ンや生活小物の商品開発 山口県

山口県

の深層ー 山口県

す影響 山口県

ぶー 山口県

とー読書療法の窓からー 梅光学

学経済学部

学経済学部

立大学国際文化学部

立大学生活科学部

立大学国際文化学部

立大学社会福祉学部

立大学看護学部

立大学社会福祉学部

園大学言語コミュニケーション学部



山口

山口

芸術短期大学会場

タ イ

県における高大連携教育と大学広

ト ル 講

報

師 大 学 人数

電

コ

陶

山口

動

衝

ア

子オルガン公開レッスン

ンピュータ・グラフィックス入

芸制作実技講座

高等学校会場

タ イ

物の発達のしくみと生殖工学

突と地球惑星：秋吉地域のでき

植物の水分調節 から考える世

ニメーションを通して物理を学

山口芸

門 山口芸

山口芸

ト ル 講

山口大

かた 山口大

界の水問題 山口大

ぶ 山口大

術短大音楽学科

術短大芸術文化学科

術短大芸術文化学科

師 大 学 人

学理学部

学理学部

学農学部

学工学部

数

ゼ

遺

訳

音

電

食

宇

有

数

オライトヒートポンプで省エネ

伝の不思議

読しない理系のための 英

を見る

気を通すプラスチック

物アレルギーのしくみ

宙の不思議

機化合物と薬の話

の世界

ルギーを 山口大

山口大

語多読法 山口大

山口東

山口東

山口県

山口大

山口大

山口大

学工学部

学医学部

学医学部

京理科大学基礎工学部

京理科大学基礎工学部

立大学生活科学部

学理学部

学理学部

学理学部

病

液

身

遺

音

電

豆

昆

山口

害虫対策として、科学農薬に替るバ

体窒素を利用した極低温実験（

近で不思議な材料・高分子

伝子組み換え食品の現状と未来

を見る

気を通すプラスチック

腐の風味について

虫の環境適応戦略

コ・メディカル学院・山口インフ

イオ（酵素）農薬の開発 山口大

体験学習） 山口大

山口大

山口大

山口東

山口東

山口県

山口県

ォメーション・カレッジ会場

学農学部

学工学部

学工学部

学工学部

京理科大学基礎工学部

京理科大学基礎工学部

立大学生活科学部

立大学生活科学部

コ

コ

理

作

言

参加大

山口

タ イ

ンピュータ入門

ンピュータ入門（初心者）

学療法

業療法

語聴覚療法

学

大学（派遣 人）

ト ル 講

山口イ

山口イ

山口コ

山口コ

山口コ

参加生徒

山口中央高

師 大 学 人

ンフォメーション

ンフォメーション

・メディカル

・メディカル

・メディカル

校

数

山口

山口

梅光

山口

山口

山口

県立大学（ 人）

東京理科大学（ 人）

学院大学（ 人）

芸術短期大学（ 人），

コ メディカル学院（ 人），

インフォメーション・カレッ

計

ジ（ 人）

人

全員（

西京高校

希望者

山口高校

学年全

学年 人， 学年 人）

（ 学年 人， 学年 人）

員（ 学年 人）

計 人



□高校

・学

側の準備と反省点

年の授業がすべて完了した段

大学教育 第 号（ ）

階で実施

□課題の解消

これらの課

と次年度対策

題を総合的に判断すると，規模

す

問

に

に

・講

間

コ

る企画だけに，前年度の反省

への興味・関心」よりも生徒

学部 学科を選択させる「進

重点をおいて事前指導を行っ

座数を と倍近くに増加させ

を大学の コマ 分から高校

マ 分に縮小し，前年同様

から「学

が主体的

路指導」

た。

，授業時

並みの

コマを聴

の拡大化が必

と判断するこ

別対応化する

高校と大学教

より困難とな

高大連携教

て，次のよう

ずしも生徒のために有効な手

とは出来ない。小規模運営，

と，高大連携事業が複雑化し

員のボランティアによる運営

る。

育を推進するための問題点と

な課題が浮かび上がった。

段

個

，

は

し

講

・事

く

に

ま

路

他

させた。

後アンケート（無記名）で

超える生徒が意欲的に取り組

対する理解が深まり，興味

ったと評価した。しかし，主

選択の参考になったか」の質

「はい」と積極的に答えた生徒

の質問に対して大幅に減り

％を大き

め，学問

関心も高

目的の「進

問に対し，

が ％と

，「まあま

高校側の課

○連携教育実

高校の教育

○高校生にと

指導法の開

○参加生徒の

大学側の課

題

施のための時間確保，

活動，指導計画への位置づけ

っての意義の明確化，

発，取り組みのための工夫

決定方法の開発

題

あ

と

不

た

い

す

あ

」が約半数，否定的に「いい

増える結果となった。詳細に

年制大学への進学を中心とし

満が高く，専門学校，短期大

幅広い進学を目指す高校で

。また，進学と就職を両立さ

る高校では，生徒の反応にば

り，今後の課題として残った

え」が ％

見ると，

た高校で

学も含め

満足が多

せようと

らつきが

。

○高校と授業

○各大学にお

○連携教育に

連携方法の

○地域分散型

○新たな連携

ネットワー

高校と大学

内容の調整，意義の明確化

ける連携窓口の設置

かかる大学情報の提供

課題

の山口県での連携方法のあり

方法の開発（サテライト講座

クの活用）

間の調整上の課題

方

等，

□大学

・高

間

要

ス

セ

り

表

側の準備と反省点

大連携教育の取り組みが促進

を通じて出前授業や公開講座

が大幅に増えてきた。各大学

テンションセンターの設立や

ンターの活用などで窓口の

，高校側の負担軽減や講座内

示などの改善に努めた。

され，年

などの需

ともエク

生涯教育

本化を図

容の事前

○高校生，高

○高校教員と

○日程調整や

○必要な経費

○県教委と大

．高大連

校側のニーズの把握

大学教員の交流

事前打ち合わせのルール化

・予算の確保

学の関わり（協定書の調印な

携教育と大学入試広報の課

ど）

題

・反

説

な

低

逆

た

面，講義名のタイトル，講義

などが大学生，大学院生，社

どのままとなっていて，受講

学年には難しく，生徒の興

に遠ざける結果となるもの

。

内容の解

会人向け

する高校

味 関心を

も見られ

高大連携教

は発足して

変化した。高

する希望も多

と専修学校の

行う方（大学

識の違いも目

育の柱となっている「出前授

年が経過した。その間，社会

校の生徒数は激減し，進路に

様化している。その結果，大

区別もあいまいとなり，授業

側）と受ける方（高校側）の

立つようになった。

業」

は

対

学

を

意



今回

を検証

山口

は，現行の高大連携事業（出

することによって，大学はど

県における高大連携教育と大学広

前授業）

のような

移している。

どと合わせ

報

そのひとつとして，入試要項

て発行する大学案内の改革が

な

あ

情報を

出すこ

出前授

理解の

を発展

めの情

導出来

提供すればよいか，その改善

とに力を入れた。仮説を整理

業の目的， 「学問に対する

促進」，そして 「興味感心

させることから， 「進路選

報提供， 特定大学への進学

る方策をみつけることにある

策を探り

すると，

動機づけ，

を深める」

択」のた

にまで誘

。そのた

る。つまり，

選択」の記事

して活用でき

を目前にした

「受験情報」

つホームペー

国立大学法

高校低学年対象の冊子は「進

に特化し，総合学習の副読本

るように工夫する。さらに進

年生や浪人生向けに別の冊

を発行する。また，多機能を

ジの活用にも力を入れる。

人に移行した結果，新たな発

路

と

学

子

持

想

めには

て連携

も必要

この

， 互いに「善意による奉仕

事業に取り組む新しいシステ

となった。

うち，情報提供の改善策は

」を持っ

ムの構築

部実行に

に基づく組織

と学外の信頼

もさらなる努

（ア

の見直しも必要となるが，学

関係を維持・発展させるため

力を続けたい。

ドミッションセンター 教授

内

に

）


